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本日の検討事項 

1. 2016 年 8 月に公表した中期運営方針では、我が国の会計基準を国際的に整合性の

あるものとするための取組みの一環としてリース会計を掲げており、これを踏まえ

て、第 375 回企業会計基準委員会（2017 年 12 月 20 日開催）において我が国におけ

るリースに関する会計基準の開発に着手するか否かについて検討することが承認

され、第 387 回企業会計基準委員会（2018 年 6 月 21 日開催）より検討を開始した。 

2. 第 405 回企業会計基準委員会（2019 年 3 月 22 日開催）において、現状で資産及び

負債が認識されているファイナンス・リース取引のみならず、すべてのリースにつ

いて資産及び負債を認識する会計基準の開発に着手することが了承された。その際、

借手の会計処理について、特に、以下の点について審議を行うこととした。 

(1) 借手の費用配分のあり方 

(2) 国際的な会計基準との整合性を図る程度 

(3) サービスに関してリースの対象とする取引の範囲 

(4) 延長オプションがある場合の比較可能性を担保する方策 

(5) 重要性に関する定め 

(6) 連結財務諸表と単体財務諸表の関係 

3. その後、前項で識別した論点について詳細に検討を行った。 

論 点 企業会計基準委員会 リース会計専門委員会 

費用配分のあり方 第 408 回（5月 13 日） 第 85 回（4月 23 日） 

仮にIFRS第 16号との整合性を図る場

合その整合性の程度 

第 408 回（5月 13 日） 第 85 回（4月 23 日） 

サービスに関してリースの対象とす

る取引の範囲 

第 411 回（6月 27 日） 第 87 回（6月 10 日） 

延長オプションがある場合の比較可

能性を担保する方策 

第 415 回（8月 26 日） 第 88 回（8月 21 日） 

重要性に関する定め 第 409 回（5月 28 日） 第 86 回（5月 20 日） 

連結財務諸表と単体財務諸表の関係 第 408 回（5月 13 日） 第 85 回（4月 23 日） 
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4. また、以下の関連する業界を参考人としてお招きして、ご意見をお伺いした。 

参考人 企業会計基準委員会 リース会計専門委員会 

（参考人聴取） 

公益社団法人 リース事業協会 第 409 回（5月 28 日） 第 86 回（5月 20 日） 

一般社団法人 日本船主協会 第 411 回（6月 27 日） 第 87 回（6月 10 日） 

日本チェーンストア協会 第 415 回（8月 26 日） 第 88 回（8月 21 日） 

一般社団法人 不動産協会 第 419 回（10 月 25 日） 第 89 回（10 月 8 日） 

公益財団法人 日本賃貸住宅管理協会  

サブリース事業者協議会 

第 420 回（11 月 8 日） 第 90 回（10 月 30 日） 

 

5. 第 425 回企業会計基準委員会（2020 年 2 月 12 日開催）及び第 91 回リース会計専

門委員会（2020 年 1 月 27 日開催）において、リース会計基準改正における基本的

な方針として、費用配分のあり方及び IFRS 第 16 号と整合性を図る程度について事

務局の提案を行った。 

6. 本日は、IFRS 第 16 号と整合性を図る程度に関連して、検討のためのイメージにつ

いて議論を行う（審議事項(5)-2）。 

7. なお、第 425 回企業会計基準委員会（2020 年 2 月 12 日開催）で聞かれた意見につ

いては審議事項(5)-3 に、第 92 回リース会計専門委員会（2020 年 2 月 21 日開催）

で聞かれた意見については審議事項(5)-4 に記載している。 

以 上 


